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感想一覧 

  ・できたこと頑張ったことに焦点をあて、具体的に褒めていったり、子どもに積極的に関わったり

して学校が子どもにとって居心地の良い場所になるよう頑張っていこうと思った。   

・今までケースを考えるときに、介入点と具体的支援を分けていなかったので、今回の研修で余白

をしっかりと考えられるようになったと思う。今後、「あの子」に限らず学級の子全体に対しての

「何が必要なのか」を考えて、一人一人に接していきたい。 

・学校だけで何とかしようとせず、様々な機関や SSW 等と協力して支援していくことが大切だと思

った。 

・決めつけをせず、余白を大切にしていきたいと思う。２学期からできそうなことを少しずつ実践し

ていきたいと思う。 

・事例検討をして、「私は決めつけ」をしてしまった気がする。あらゆる方向から検討していける目

をもてるように精進していきたい。 

・保護者の Want と Needｓの重なりを意識して支援していくことを大切にしていきたい。自分の決

めつけを押しつけないようにしたい。 

・事例について考えていくワークは、大変勉強になった。私自身なかなか考えられず、発言できな

かったが、先生方の具体的なアプローチが参考になった。特別支援は難しく、手探り状態だが

木田先生の講話や資料を読み直して勉強して実践していきたいと思う。 

・困難な事例については、どうしてもできないことを中心に考えてしまうことが多いが、その中にも

介入点やできることがあるということが分かり、とても勉強になった。できることを相談して接す

ることが大切だと分かった。 


